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明治大学博物館特別展 

「藩領と江戸藩邸～内藤家文書の描く磐城平、延岡、江戸～」 

展示構成 
 

１、江戸藩邸 

 大型絵図や江戸の切り絵図で内藤藩の虎之門屋敷、六本木屋敷、渋谷屋敷の様子を確

認したら、江戸藩邸で過ごした藩主や武士達の生活を覗いてみましょう。 

 

２、磐城平領 

１０メートルを越える「磐城七浜捕鯨絵巻 浜の巻」（いわき市蔵）が、磐城平領の

海岸線とそこで暮らす人々の姿を圧倒的なスケールで描き出します。 

 

３、延岡領 

幕末の参勤交代制の揺らぎによって江戸と延岡を旅する事になった藩主内藤政挙の

祖母充真院。充真院の旅の行程を、彼女が書き残した絵入旅日記と海上の図で紹介しま

す。 

 

４、藩の終わりと文書 

藩の終わりにより江戸藩邸、延岡城は、そして文書は、どうなってしまったのでしょ

うか。江戸から明治への移行期、藩邸・城・文書の行方を追います。 
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